
６款　農林水産業費　　１項　農業費

　 農業基本計画推進事業 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】
・ 小郡市食料・農業・農村政策審議会委員への実績報告と意見聴取
・ 小郡市農産物等特産品化事業の推進　事業対象品目：七夕枝豆、キヨミドリ、醤油
・ 小郡市食料・農業・農村基本計画（後期計画）の策定

【施策額の内訳】
小郡市農産物等特産品化事業費補助金 230千円

【施策の評価】

　 農業振興対策事業補助金（農業振興費） 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】
事業主体　　みい農業協同組合

【施策額の内訳】
小郡市農業振興対策事業補助金
水田営農対策費 306千円 農業振興対策費 580千円
組織対策費 458千円 情報宣伝活動対策費 122千円

【施策の評価】

　 鳥獣害対策活動支援事業 農業振興課

【施策の目的】

【国庫支出金の内訳】
地方創生臨時交付金 227千円

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

市の農業振興を図るための施策として、担い手の育成、主要作物(米・麦)の振興、転作作物の定着を進め、農
業の活性化及び持続的発展を図る。

ＪＡみいの各種取組に対する支援を実施した。ＪＡみい青年部や４Ｈクラブなどの次世代を担う若手農業者の育
成支援、ＪＡみい管内農産物の販売促進を図るための活動等に対する支援を行うことで、市の農業振興を図る
ことができた。

新型コロナウイルス感染拡大による自粛に伴い、これまでの鳥獣害対策の努力が無に帰することがないよう有
害鳥獣捕獲事業に要する経費を支援する。

230 115 115

（単位：千円）

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

本計画は、農業者の意欲の向上を図るとともに、食料や農業・農村に対する市民の理解を深め、農業・農村の
持続的発展と市民の健康で豊かな生活の向上に寄与することを目的とする「小郡市食料・農業・農村基本条
例」に掲げる基本理念を実現していくために、「小郡市食料・農業・農村基本計画」に定める目標の達成に向
け、計画的に関連事業を進めるとともに、進捗状況を把握するもの。

小郡市食料・農業・農村基本計画に掲げる基本的施策を着実に進めることができた。なお、新型コロナウイルス
感染症の影響により、例年開催している食料・農業・農村政策審議会の開催は見送ったものの、昨年度の実績
報告及び意見聴取については、書面により行った。また、小郡市食料・農業・農村基本計画（後期計画）を策定
した。
農産物等特産品化事業については、七夕枝豆、キヨミドリ等の従前の取組に対し継続支援を行ったことに加
え、新たな品目を見出すことができ、次年度へ繋がる取組として推進することができた。

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
1,466 1,466

227 227
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【施策の実施・内訳】
小郡市有害鳥獣駆除対策協議会に対して、有害鳥獣捕獲事業に要する経費を支援した。
補助金額：25,000円（単価：1,000円／アライグマ捕獲頭数：25頭）

導入物品 数量 事業費及び補助金額
箱わな 5基 55,000円
炭酸ガス容器(2.5kg・7kg) 1基 45,650円
ガス充填料(2.5kg・7kg) 各1回 7,700円
殺処分装置 1基 93,500円

【施策の評価】

　 水田農業担い手機械導入支援事業 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施・内訳】
対象者 対象機械等 事業費 補助金額
認定農業者 各１台   8,751千円 3,977千円  （県費　2,651千円　　市費　  1,326千円）

認定農業者 各１台 15,180千円 6,900千円  （県費　4,600千円　　市費　  2,300千円）

認定農業者 自脱型コンバイン １台   7,810千円 3,550千円  （県費　2,366千円　　市費　  1,184千円）
認定農業者 自脱型コンバイン １台   9,295千円 4,225千円  （県費　2,816千円　　市費　  1,409千円）
認定農業者 乗用管理機 １台   5,940千円 2,700千円  （県費　1,800千円　　市費　     900千円）

【補助の内訳】
補助率　　県：1/3以内　　市：1/6以上

【施策の評価】

　 活力ある高収益型園芸産地育成事業 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施・内訳】
（重点品目産地強化対策・雇用型経営推進対策・夏期の高温対策）

※重点：重点品目産地強化対策の略、雇用：雇用型経営推進対策の略。夏期：夏期の高温対策の略。

【補助の内訳】
補助率 （重点品目産地強化対策） 県：1/2(営農集団)、1/3(認定農業者)

（雇用型経営推進対策） 県：1/2(認定農業者)
（夏期の高温対策） 県：1/3(認定農業者)

栽培管理用機械

認定農業者　 栽培管理用機械 雇用（1/2） ホウレン草 　5,995千円

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

捕獲に係る物品の導入経費等に対する支援を行うことで、新型コロナウイルス感染拡大防止のための自粛期
間中の鳥獣による農林水産業等に係る被害の拡大を防ぐことができた。

14,233 7,11921,352

生産コストの低減に取り組む認定農業者や法人等に対し、品質の向上や作業の効率化を図ることができる大
型機械の導入を支援することで、売れる米・麦・大豆づくりの推進を図ることを目的とする事業。

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

前年度同様5件の事業を実施し、機械導入の順番待ちの解消に努めることができた。また、大型機械や補助器
具の導入に対する支援を行うことで、水田農業の担い手の経営体質を強化することができた。

トラクター（レー
ザーレベラー）

トラクター（ロータ
リー・ハロー）

営農集団　 パイプハウス等 重点（1/2） イチゴ 　53,856千円 　24,480千円
（補助率）

事業費 補助金（県単独）
事業実施

園芸農業の持続的な発展を図るため、施設や機械等の整備を進め、収益性が高く活力ある園芸産地を育成す
ることを目的とする県事業。なお、平成28年度より、軟弱野菜に関しては、国の「産地パワーアップ事業」の補完
的事業となっている。

対象者 事業内容 品　目

32,985 32,985

認定農業者　 パイプハウス等の附帯施設 重点（1/3） 水菜 　3,619千円 　1,096千円
認定農業者　 遮光資材 夏期（1/3） 小松菜 　1,133千円 　343千円

（国事業適用外分）

認定農業者　 雇用（1/2） ブロッコリー 　5,209千円
　2,725千円

栽培管理用機械

認定農業者　 遮光資材 夏期（1/3） 水菜 　612千円 　185千円

　2,367千円

認定農業者　 雇用（1/2） ブロッコリー 　3,935千円 　1,789千円
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【施策の評価】

　 園芸施設等整備事業 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施・内訳】

千円 千円
千円 千円
千円 千円
千円 千円

【補助の内訳】
補助率　　2/10以内（施設は60万円、機械器具は40万円を上限）

【施策の評価】

　 多面的機能支払交付金 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】

①農地維持支払交付金事業

②資源向上支払交付金事業（共同活動）

③資源向上支払交付金事業（長寿命化）

【施策の評価】

【施策の目的】
「産地パワーアップ計画」に基づき、意欲のある農業者等が高収益な作物・栽培体系への転換を図るための取
組をすべての農作物を対象として総合的に支援し、地域一体となっての「産業振興」を目的とする国事業。

14,586 14,586

ハイクリブーム 機械器具 サニーレタス 3,680 400

前年度より、申請件数が5件から4件に減少した。年度中期・年度末に農業者へ事業の活用について周知した。
省力機械や附帯施設等の生産条件の整備を進めたことから、収益性が高く活力ある園芸産地の育成を図るこ
とができた。

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
77,600 58,200 19,400

地域資源の保全管理を担い手だけではなく地域で支え、農地集積を後押しすることを目的として、農業・農村
が有する多面的機能の維持・発揮を支える地域の共同活動に対し交付金による支援を行う。

パイプハウス 施設 イチジク 3,850 600
園芸用トラクター 機械器具 チンゲン菜 3,800 400

移植機 機械器具 ブロッコリー 1,000 181

前年度より、申請件数が11件から7件に減少した。また、農業者への事業周知を定期的に実施することができ
た。国の産地パワーアップ事業と併せ、施設の規模拡大や再整備を実施することで雇用を確保し、品質と収量
の安定向上が図られ、活力ある農業経営を確立していくことができた。

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
1,581 1,581

事業内容 事業実施 品　目 　事業費 補助金（市単独）

野菜・花卉等の園芸作物を生産する経営体を対象に、地域農業の活性化のため、国・県の補助事業に該当し
ない取組みに対して、予算の範囲内で補助金を交付する市事業。

多面的機能支払交付金事業（令和元年度～令和5年度）
県を通して、活動組織に対し交付される活動支援交付金
 （国50%、県25%、市25%）

令和2年度現在の採択された活動組織：25組織（うち市内の活動組織：24組織）
対象農用地の面積　　田1,198.11ha　　畑202.05ha

令和2年度現在の採択された活動組織：24組織（うち市内の活動組織：23組織）
対象農用地の面積　　田1,190.71ha　　畑201.30ha

※交付率約77.7％

対象農用地の面積　　田597.19ha　　畑106.29ha
令和2年度現在の採択された活動組織：10組織

前年度より交付実績額は78,457千円から77,600千円に減少しているが、農業者の高齢化や減少が進む中、活
動組織を母体に、地域共同で作業をすることで、農地や水路等の農業用施設を守ろうとする意識が芽生え、耕
作放棄地の増大を防ぐとともに、地域のコミュニティ形成に役立っている。今後も引き続き交付金による支援を
行っていく。

産地パワーアップ事業 農業振興課

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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【施策の実施・内訳】

※整備：整備事業の略。主にパイプハウスの施工を補助するメニュー。
※生産：生産支援事業の略。主に資材（遮光ネット）の導入を補助するメニュー。

【補助の内訳】
補助率　　　 1/2以内 ※整備事業、生産支援事業ともに同一補助率

【施策の評価】

　 小郡市農業経営継続支援事業 農業振興課

【施策の目的】

【国庫支出金の内訳】
地方創生臨時交付金 11,700千円

【施策の実施・内訳】
対象事業 件数 補助金額

２３件 2,300千円
９４件 9,400千円

【補助金額】
一律　10万円　

【施策の評価】

　 スマート農業機械導入支援事業 農業振興課

【施策の目的】

【国庫支出金の内訳】
地方創生臨時交付金 5,355千円

【施策の実施・内訳】
対象者 対象機械等 事業費 補助金額
認定農業者 薬剤散布用ドローン １台 3,193千円 1,451千円
認定農業者 薬剤散布用ドローン １台 3,171千円 1,441千円
認定農業者 薬剤散布用ドローン １台 2,736千円 1,243千円
認定農業者 薬剤散布用ドローン １台 2,685千円 1,220千円

【補助の内訳】
補助率　　1/2以内

【施策の評価】

農業者　 パイプハウス等 ○ ○ 水菜 　32,090千円 　14,586千円

前年度より、申請件数が7件から1件に減少した。また、農業者への事業周知を定期的に実施した。小郡市南部
を中心に軟弱野菜（水菜、小松菜、チンゲン菜等）の産地として指定し、県事業と併せて活用することで、施設
の規模拡大を進め、産地化を図ることができた。

対象者 事業内容
事業実施

品　目 事業費 補助金（国補助）
整備 生産

新型コロナウイルス感染症の感染拡大の影響を受けた農業者への国の支援事業である「経営継続補助金」及
び「高収益作物次期作支援交付金」の支給対象者に対し、市が支援金を上乗せ支給することで、市内農業者
の事業継続について支援することを目的とする。

経営継続補助金
高収益作物次期作支援交付金

交付対象者へ迅速に支援金を支給することにより、新型コロナウイルス感染症の影響を受けた農業者へ支援を
行うことができた。

スマート農業機械の導入により、作業員の削減や作業員間の接触機会の削減を図り、新型コロナウイルス感染
症拡大防止につなげることができた。

スマート農業機械の導入により、土地利用型農業における作業員の削減や作業員間の密接を回避することで、
新型コロナウイルス感染症対策につなげる。

県支出金 地方債 その他 一般財源

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
11,700 11,700

5,355 5,355

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金
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　 畜産振興対策事業補助金（畜産振興費） 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】
事業主体　　みい農業協同組合

【施策額の内訳】
① 家畜自衛防疫対策 336千円 ③ 豚産肉能力改善対策 307千円
② 畜産物価格安定対策 192千円 ④ 畜産環境推進 376千円

【施策の評価】

　 両筑平野用水二期事業に係る負担金 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】
両筑平野用水施設（頭首工5箇所 ・ 開水路26km ・ 管水路約59km ・ 揚水機場174箇所）の改修

【施策額の内訳】

負担割合 国50％　県25％　関係市町22.5％　両筑土地改良区2.5％
　　　　　　　　　　　（小郡市負担率10.38％）

【施策の評価】
事業主体　福岡県 事業期間  平成26年度～令和１8年度
（事業内容）

　 ため池整備事業負担金 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施・内訳】
堤体・洪水吐・底樋の改修

【施策の評価】

両筑平野用水施設は、昭和50年の管理開始以後、両筑平野地域へ農業用水を補給し、食料供給基盤を支え
る施設としての機能を果たしてきた。しかし、施設の老朽化に伴う機能の低下や、配水形態の多様化に伴い、
改築、更新及び水管理システムの導入を図ることを目的とする。

令和２年度で影堤と組坂堤の本体工事が完了した。今後は劣化状況評価等を行いながら、ため池等整備事業
を実施することにより、農業生産の維持、経営の安定及び地域住民の暮らしの安全確保を図り、災害に強い農
村づくりを推進する。

H29～R3

組坂堤 247,600 33,960 6,792 工事 50 30 20 H29～R3

工事 50 30 20

工　期
(予定) 事業費 市負担金 市

総事業費 令和２年度
事業内容

補助率

一般財源
1,211

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

1,211

ＴＰＰの発効など畜産経営を取り巻く環境が厳しくなる中､生産の近代化と経営の低コスト化を推進し、畜産物の
価格安定の充実を図るとともに、都市化に伴う環境保全に資する処理施設の利用を促進し、家畜伝染病の発
生を積極的に阻止する対策を施すことで、畜産経営の安定化や向上に資することを目的とする。

家畜伝染病予防対策を適切に講じ、畜産農家経営の安定化を図るため、各畜種へのワクチン接種及び石灰
消毒を積極的に実施した。また、畜舎の臭気に関する周辺住民の苦情改善を図るために畜舎近辺の道路清
掃・除草作業・殺虫剤散布等の畜産環境対策を講じた。これらの対策により、畜産経営の安定に寄与した。

（単位：千円）

国 県

37,864

地区名

8,592

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他

地方債 その他 一般財源

総事業費　18,000百万円  　令和2年度事業費　1,357,409千円　　市負担金  37,864千円

令和2年度　　頭首工1箇所、揚水機場2箇所、水路工事5箇所

総　　額
財　源　内　訳

92

老朽化に伴う浸食と漏水により堤体の弱体化が著しいため、大規模改修を行い災害を未然に防止する。また、
土地改良事業設計指針に基づき現状に合わせた機能回復を図る。

8,500

影堤 336,800

16,900 3,481 17,483

国庫支出金 県支出金

9,000 1,800
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　 土地改良区支援事業 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】
小郡市土地改良事業連合協議会に対する補助金

【施策額の内訳】
小郡市土地改良事業連合協議会

【施策の評価】

　 国営造成施設管理体制整備強化事業 農業振興課

【施策の目的】

【施策の実施】
農業水利施設に係る維持管理費等

【施策額の内訳】
施策総額　3,299千円　 (国庫1/2・市1/2) (単位：千円)

【施策の評価】
受益地に係る基幹的施設の適正な管理を実施し、安定的な土地改良区の整備・強化が図られた。
今後も引き続き支援を行っていく。

計 7,202.4 8,827
3,299
(1,649)

650.4 784
1,266
(633)

両筑土地改良区 4,596 6,372
1,713
(856)

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
5,464 5,464

小郡(稲吉)土地改良区

土地改良事業を行う団体（用水組合を含む）の連絡調整により、土地改良事業の適切かつ効率的な運営を確
保し、事業の推進を図るため連合協議会に補助を行う。また、各土地改良区で実施する事業の補助を行う。

5,464千円

その他 一般財源

令和２年度は、津古井堰改修、味坂第２地区揚水機場改修等の推進が図られ、土地改良事業の適切かつ効
率的な運営が確保された。

農業・農村を取り巻く社会情勢の変化に対応し、農業水利施設の持つ多面的機能の発揮等について、地域に
おける取り組みを促進する観点から、管理体制強化支援対象施設を管理する各土地改良区の管理体制の整
備、強化を図る。

三井郡床島堰土地改良区 1,956 1,671
320
(160)

土　地　改　良　区　名 受益面積(ｈａ) 受益者数(戸)
補 助 金 額

（うち市補助金額）

3,299 1,650 1,649

総　　額
財　源　内　訳

国庫支出金 県支出金 地方債
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